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研究シーズの概要  

遺伝的アルゴリズムは，生物の進化と淘汰を模した組合せ最適化アルゴリズムの一つで，良い解を組み合わせてさらに

良い解を求める点に特色があります．非線形な問題に対してとりあえずの解を出すことに優れており，観光用ナビゲーシ

ョンシステムや，センサの配置問題など，複雑な要求や制約のある組み合わせ最適化問題を解くために適しています． 

研究シーズの詳細  

◆研究例◆  

遺伝アルゴリズムはとにかく「自分勝手で複雑な要求」に対して「とりあえずある程度満足させる解」を与えることに優れ

ており，特に非線形である場合に有利です．一方，問題の工夫などで線形に落とせた場合は他の手法のほうが優れて

いますが，そのような工夫の立脚点となる「とりあえずの解」を素早く出せる点が特徴です．一方，「解に必ずスカラーな

評価値を与える」点が難しいのですが（顧客要求の絡み合いを点数化しないといけない），解の提示と評価値関数の

改善を繰り返すことにより「顧客が本当に必要だったもの」の模索のために役立ちます．持続可能な社会，インフラの構

築のためには様々な競合する要素を考慮しなければなりませんが，その意思決定補助手段として役立ちます． 

 

主に研究している応用例として，観光用ナビゲーションシステムがあります．一般に，旅行者が観光スケジュールを作

成する際には，できるだけ多くの目的地を与えられた時間内に効率よく回りたい，各目的地における施設の営業時間や

イベントの開催時間，滞在時間などを考慮したい，といった要求があります．また，候補となる目的地が多数存在し，

時間的に全てを訪れることが不可能な場合には，移動のコストや優先度を考慮し訪れる目的地の数を減らす必要があ

ります．これらを考慮した経路探索問題は，NP 困難な組合せ最適化問題となります． 

そこで私は，この問題を解くための，遺伝的アルゴリズムを利用した経路探索アルゴリズム，およびそのアルゴリズムを

用いたパーソナルナビゲーションシステムについて研究しています． 

 

また，ワイヤレスセンサネットワークの配置問題についても研究しています．近年，小型で高性能なセンサが入手でき

るようになり，これらを用いたセンサネットワークが用いられています．特にバッテリと無線を備えたワイヤレスセンサは，簡

単に設置・撤去ができるために便利です．しかし，なるべく詳細な情報を得たい，対故障性を高めたい，しかしコストは

押さえたいなど，複数の目的が競合します．そのため最適なセンサ配置は複雑な組み合わせ最適化問題となります． 

 この中でも，国境警備のためのセンサネットワークに着目しています．畑の温度管理センサなどと異なり，線状のセンシ

ング領域が必要であるため独特のモデルを用います．また自走センサを用いて，一部センサが故障したときに，人手を介

することなく修復する方法も研究しています．この際，システムを長期間持続させるためにバッテリを節約する移動経路

や，将来の故障対策などを考えると，これもまた複雑な組合せ最適化問題となります． 

 

応用例・セールスポイント  

◆観光用ナビゲーションシステム 

◆旅程等のスケジューリングシステム 

◆警備用ワイヤレスセンサシステム 
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